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写真キャプション 写真キャプション

栃木市消防団の「入退団式」を
初開催しました

　4月 4日、とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文
化会館）にて、栃木市消防団入退団式を行いました。
これは、昨年まで新入団員の「辞令交付式」として
実施していたものを、今年度から市消防団の組織が
大きく改変されたことを機に、「入退団式」と改め
て開催したものです。
　この日は、今年度に新しく入団した52名の新入
団員の代表として、最年少となる19歳の団員が、
新任辞令を受領しました。

栃木市魅力発信特使に
新たに3名を認定

　栃木市の明るい未来を築いていこうと志を持っ
て、それぞれの特技や発信力を活かしながら市を
PRするスペシャリスト「栃木市魅力発信特使」。4
月12日、新たに3名の方を特使に任命しました。
　「栃木市魅力発信特使」は、新生栃木市10周年
を機に、市民による魅力発信を推進するために始動
した制度です。今回の皆さんを含め、現在計9名
にが特使として活動をしています。詳しくは、市ホー
ムページ内「栃木市プロモーションサイト」へ。

新型コロナウイルスワクチンの
接種を開始

　４月２０日、特別養護老人ホームに入所している
６５歳以上の方を対象に、新型コロナウイルスワク
チンの接種を開始しました。この日は、特別養護老
人ホーム緑風苑（藤岡町中根）にて、40人の入所
者が接種を受けました。
　市ではワクチンの供給量などを踏まえながら、医
療機関での個別接種と、市有施設での集団接種を実
施していきます。

サクラを守ろう！！
ＳＴＯＰクビアカ

 写真を参考に、成虫やフラス（幼虫のフンと木くず）を見つけた場合には、環境課（☎（21）２４２０）にご連絡ください。

特定外来種「クビアカツヤカミキリ」の被害が拡大しています。
　幼虫がモモ、ハナモモ、スモモ、ウメ、サクラに寄生し、内部
を食い荒らすことで、樹木は最終的に枯れてしまいます。

クビアカツヤカミキリの特徴

・成虫は、6月から8月に現れる
・ 頭からお尻までの長さは、２～
４㎝
・全体に光沢のある黒色
・ 胸部（クビの部分）が赤くそろ
ばんの珠の形
・捕まえると刺激臭を発することがある

　被害木は県の「クビアカツヤカミキリ防除対策マニュアル」に沿っ
て、薬剤処理やネット巻き・捕殺をしなくてはなりません。また、
活動期の５月から９月は、被害木の伐採は原則禁止されています。
詳しくは県ホームページで確認してください。
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/kannkyou/kubiakatsuyakamikiri.html

　幼虫が入り込んだ樹木
からは、大量のフラス（幼
虫のフンと木くずが混
ざったもの）が排出され
るので、目印となります。

被害木の特徴

クビアカツヤカミキリの防除対策
運搬や飼育・販売などは禁止！

　クビアカツヤカミキリは「特定外来生物」です。
生きたままの運搬や飼育、 販売等が禁止されていま
す。違反した場合には罰則があります。

防除対策支援
　庭木等がクビアカツヤカミキリの被害にあった場合の
防除対策支援があります。環境課にお問い合わせください。
・防除用ネット、防除用殺虫剤の配布
・サクラの被害木に対する薬品の樹幹注入
・被害木の伐採等費用の一部補助
・防除対策の出前講座殺虫剤を注入

クビアカツヤカミキリの成虫
フラスの拡大写真

オス メス

被害木にネットを巻き、成虫が出てきたら捕殺

� クビアカツヤカ
ミキリの胸部

写真提供：栃木県
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氏、山田かかし氏宣誓書を読み上げる新入団員予防接種を受ける入所者


